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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成23年6月2日(2011.6.2)

【公表番号】特表2009-533611(P2009-533611A)
【公表日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2009-037
【出願番号】特願2009-504557(P2009-504557)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｈ  41/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｈ  41/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車のためのトルクコンバータであって、ケーシング（４）と、該ケーシング（４）
内に配置されるポンプ（１）、タービン（２）、ガイドホイール（３）、ロックアップク
ラッチとが設けられており、前記ポンプ（１）、タービン（２）およびガイドホイール（
３）が相俟って１つのトーラスを形成しており、ポンプ（１）の流出開口（６）の総和が
、円錐形の形態をなしており、該円錐形は、ポンプ（１）の外側の縁部が、ポンプ（１）
の内側の直径よりもさらにタービン（２）に向かって延在するように構成されており、か
つタービン（２）の流入開口（７）が、ポンプ（１）の流出開口（６）に対して平行であ
り、ポンプ（１）からタービン（２）への移行領域（２０）に、ケーシング（４）が直径
の飛躍を有しないことを特徴とする、自動車のためのトルクコンバータ。
【請求項２】
　内側のタービン流出直径（１２）または内側のポンプ流入直径（１３）が、内側のガイ
ドホイール通流口直径（１４）より小さい、請求項１記載のトルクコンバータ。
【請求項３】
　内側のタービン流出直径（１２）および内側のポンプ流入直径（１３）が、内側のガイ
ドホイール通流口直径（１４）より小さい、請求項１記載のトルクコンバータ。
【請求項４】
　トーラス形状がせん断されている、すなわち、トーラス形状を通る仮想の軸方向断面が
、内側のガイドホイール通流口直径（１４）を起点として、有効半径（１５）の増加と共
に次第に軸方向で一方向にずらされている、請求項１記載のトルクコンバータ。
【請求項５】
　せん断が線形である、すなわち、制御変数である有効半径（１５）にわたって、軸方向
のずれと有効半径差との商が一定である、請求項４記載のトルクコンバータ。
【請求項６】
　トーラス形状がタービン（２）に向かってせん断されている、請求項４記載のトルクコ
ンバータ。
【請求項７】
　ガイドホイール（３）の流出開口（１０）における流出高さ（１６）が、流入開口（９
）における流入高さ（１７）より大きい、請求項１記載のトルクコンバータ。
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【請求項８】
　ガイドホイール（３）の流出開口（１０）における内側の環状の制限面（１８）の直径
が、ガイドホイール（３）の流入開口（９）における内側の環状の制限面（１８）の直径
より小さい、請求項１記載のトルクコンバータ。
【請求項９】
　ガイドホイール（３）の流出開口（１０）における外側の環状の制限面（１９）の直径
が、ガイドホイール（３）の流入開口（９）における外側の環状の制限面（１９）の直径
より大きい、請求項１記載のトルクコンバータ。
【請求項１０】
　前記ガイドホイール（３）がガイドホイールベーンを備え、前記外側の環状の制限面（
１９）が、ガイドホイールベーンの外側直径上に被せはめ可能な別個のリングとして形成
されている、請求項１記載のトルクコンバータ。
【請求項１１】
　前記別個のリングが、段部、ノッチまたはかしめによりガイドホイールベーンに固定さ
れている、請求項１０記載のトルクコンバータ。
【請求項１２】
　内側のガイドホイール通流口直径（１４）が、ポンプ外側直径（２１）の０．５～０．
７倍である、請求項１記載のトルクコンバータ。
【請求項１３】
　少なくとも１つのトーショナルバイブレーションダンパを備える、請求項１記載のトル
クコンバータ。
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